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人員数

人員数

氏名（フルネーム）  Waleed Hassan Moh. Abou El-Hassan  国 名

役割

農業土木工学科　灌漑工学分野

1-支線水路の1点リフトに関する研究.　1999年報11月
2-ｻｰｼﾞ灌漑ｼｽﾃﾑおよびそのとうもろこしに関する灌漑効果．2000年報1月
3-ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ･ﾓﾃﾞﾙを使った地表水灌漑ｼｽﾃﾑの改善.　2001年報1月、6月
4-米の水要求量と収量に関する播種床の効果と水管理.　ｴｼﾞﾌﾟﾄ農業土木学
会第８回発表2000年10月25日～26日
5-地中海諸国のＰＩＭ：ｴｼﾞﾌﾟﾄのｹｰｽ2000年9月10～20日イタリア、バリ
6-最適土壌水分量を適用した小麦の節水栽培.　1999年報6月
7-とうもろこしの水利効率との関連による異なる耕地ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞと灌漑水量の
効果.　1999年報11月
8-冬栽培および夏栽培作物に関する農業排水の再利用の効果.　2001年報
11月

名称

研修員の職務内容

1-ナイル三角州地帯を統括するサッカ試験場の監督者として勤務。
2-圃場灌漑システム部の次長
3-ﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾝｼﾞﾆｱとして、灌漑ｼｽﾃﾑ改善のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞと評価のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをシェア
リング。
4-ｴｼﾞﾌﾟﾄ南部開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾝｼﾞﾆｱとしてシェアリング。
5-新しい灌漑ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを用いた青年の資格認定のシェアリング。

連絡先 Fax: （202）2189561   Email: wwaleed975@yahoo.com

名 称 圃場灌漑ｼｽﾃﾑ部

管理部門を含め、研究所員は２０８名

1-<ﾜｼﾞ･ｴﾙ･ﾅﾄﾙｰﾝ>ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ砂質土層のための新しい灌漑技術
2-低圧ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ灌漑ｼｽﾃﾑ事業のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
3-米と砂糖きびの栽培管理改善による節水
4-水利効率ﾈｯﾄﾜｰｸ(WUE-Net)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
5-農業排水の灌漑への再利用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
6-近代的ｼｽﾃﾑを用いた砂糖きびの灌漑ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ｴｼﾞﾌﾟﾄ灌漑・水資源省（ＭＩＷＲ）国立水研究ｾﾝﾀｰ（ＮＷＲＣ）
水管理・灌漑システム研究所（ＷＭＩＳＲＩ)

エンジニアと研究者　合計１２名

平成14年度 第4回「乾燥地水資源の開発と環境評価」
カントリーレポート

1.研修員に関する情報

エジプト

最終学歴
1.タンタ大学農学部農業土木工学科　学士　1994
2.タンタ大学農学部農業土木工学科　修士　1997

職務内容

組
織
内
の

部
署

1-ｴｼﾞﾌﾟﾄ水利・管理事業（ＥＷＵＰ）
2-「ニュー・ランド」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの近代的な灌漑手法の評価
3-<ﾅｸﾞ･ﾊﾏﾃﾞｲ> ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける砂糖きび開発事業
4-<ｴﾙ･ﾎﾞｽﾀﾝ>用水路ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾗｲﾆﾝｸﾞ
5-北西部沿岸地区の用水路開発
6-水源確保事業
7-冬季閉鎖に関する研究事業
8-ｲｰｽﾄ･ｶﾝﾀﾗ南部開発事業
9-水資源ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの地球温暖化に対するｲﾝﾊﾟｸﾄ
10-ｴｼﾞﾌﾟﾄの北沿岸部の補助灌漑事業
11-旱魃による負荷軽減計画ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
12-降雨予測と水管理計画ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
13-灌漑改善のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞと評価ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
14-<マフモウデｲア>灌漑改善事業のｲﾝﾊﾟｸﾄ

所
  属

  組
  織

大学または大学院で
の専攻分野

論文のタイトル



年から 年まで
1994 1997

1994年5月 1997年5月
1997年5月 1998年5月
1998年5月 1999年6月
1999年6月 現在まで

2000年6月 現在まで 圃場灌漑部門次長 NWRC－WMRI　エジプト

NWRC－WMRI　エジプト
ｱｼｽﾀﾝﾄﾘｻｰﾁｬｰ NWRC－WMRI　エジプト

ｻｯｶ試験場(SERS)監 NWRC－WMRI　エジプト

組 織 図

職  歴

ポスト 組  織  名  称

農業土木工学　修士 タンタ大学
エンジニア ARC-RRTC　エジプト
研究者補

　　　　　

　所長

　次長

　事務局長

　　財務 管理部 技術部

ラボ・実験室 ﾌｨｰﾙﾄﾞ設備 　研究部

　　図書館 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ･ｾﾝﾀｰ

　水質・環境　灌漑損失作物･水要求量

　　

　　　配　　水 圃場灌漑管理

　　試験場
ﾌｨｰﾙﾄﾞ展開地域

水管理・灌漑システム研究
所
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年 度

2002

平均気温 23℃最高気温 38.0℃ 最低気温 7.0℃ 夏冬平均

総量（km3)

第１次
産業 9%

第２次
産業

5%
第３次
産業

2%

主要農業生産物
（トップ３の生産物

名と生産高）

米

とうもろこし

小麦

第1位

第２位

ﾗﾝｷﾝｸﾞ 生産物名 生産高

第３位

9.52t/ha

7.10t/ha

6.56t/ha

国または管轄地域名 エジプト・アラブ共和国

2001

2001

2001

産業別人口比率（%)

地下水       7.24%

地下水　　　---%

国家規模のプロジェクトを担当している研修員は、国全体の情報を示すこと。ある特定の地域を
担当している研修員はその地域の情報を記すこと。それぞれの情報について、データおよび統計
の採取された年度を付記すること。

平成14年度「乾燥地水資源の開発と環境評価」

工業用水

利
水

の
内
訳

1人当りの量(m
3
) 891.21m3

地表水       　2.28 % 地下水      ---%生活用水

農業用水 地表水         81.2%

地表水         9.28%

年
間

淡
水

取
水

量

水資源総量に
対する比率

(%)

60.5 km3

88.39%

灌漑農地面積 34,440 km２

年間降水量

1,001,450 km２

96.36% その他 --%
畜産農

場・牧場 --% 森林

アスワン地区ではゼロ、カイロでは～25mm,アレキサンドリアでは
200mm

面     積

土地利用状況(%) 耕地 3.64%

2. 管轄地域の概要

項 目 情           報 

気       候

 人      口 67,886,078
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平成14年度  「乾燥地水資源の開発と環境評価」
3. 問題点と現在までに行われた対策

項    目 現状の問題点及び困難な点
問題点及び困難な点について取られ

た対策状況

1
水資源の開発（地表
水、地下水について
別々に記入のこと）

　1.本省では排水を再生利用しようと
している→汚物を排水路に混入させ
る人あり→全排水路を利用できな
い。／　2.農家で1日に同時に灌漑す
る→多量の水損失になる。／　3.輪
番で灌漑を行うには水路を満水にせ
ねばならない→多量の水損失にな
る。／　4.水路側面、床面から漏れ。
／　5.冬季ナイル上の船航行、輸送、
飲料水用に全水路を閉鎖→多量の
水が地中海に流れ出す。／　6.水路
上、特に水路の起点付近で稲を栽培
している農家あり→稲は大量の水を
消費→水路に水がない。　7.水が不
足する幾つかの水路末端部で本省
は井戸を建設→井戸から水路に水を
供給→うち１つの井戸の網が目詰ま
り→2番目の井戸は砂を吸い込み、3
番目の井戸は水が少量しかない。

１.本省は継続して再生水を利用するた
め、灌漑水と再生水を混合するﾐｷｼﾝ
ｸﾞ･ｽﾃｰｼｮﾝを建設→汚物を混入した者
には罰金。／　2.農家に日夜にわたり
灌漑するよう強制。　3.輪番式灌漑のか
わりに継続灌漑施設を建設。／　4.漏
水している水路にはﾗｲﾆﾝｸﾞを施す。／
5.冬季閉鎖期間中、本省はナイル川の
流れを3分割；ﾊｲﾀﾞﾑ～ｶｲﾛ（15日間閉
鎖後、ナイル右岸支線水路を本省が開
けて15日後に閉鎖し左岸支線水路を開
けて同様に水を流す）／　6.特定の水
路以外、稲作を罰則付き法律で禁止。
／　7本省は地下水専門部門を設置
（井戸掘削等を専門に行う）。／　8.統
括部門は幾つかの水路の末端で、末
端まで水が届かないときも水が供給で
きるようにﾐｷｼﾝｸﾞ･ｽﾃｰｼｮﾝを設置。／
9.　本省は水の有効利用及び汚染防止
について農家を教育・啓蒙するｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを発足。／　10.ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ
（漏れなし）を使った灌漑事業を実施。

2
貯水送水施設の維持
管理

１．ある程度の下流；分水工が所属
組織と他組織の管轄境界。→水路の
側道の間が低く、大流量のとき水が
溢流。→排水路に大量の水を捨てな
ければならない。／　2.ｹﾞｰﾄは完全に
制御されていない→ｹﾞｰﾄから漏水あ
り。／　3.水路の清掃時、本省が表面
掘削→断面積を設計より大きくしてし
まう。／　4.鉄の水管橋に穴、漏水→
水ロス。／　5.末端のｹﾞｰﾄが効率良く
作動しない→水ロス。／　6.水路中に
生えた水草が水を消費→水が届か
ない。／　7.住宅地を通る水路にゴミ
を投げ入れる人あり、障害物となって
いる。／　8.水路から直に灌漑をして
いる人あり。／　9.維持管理の人員
が不足。／10.使える燃料が不足。／
11.設備･車両が不十分。／12.水要求
量が精確且つ充分なﾌｨｰﾙﾄﾞ･ﾃﾞｰﾀに
基づいていない。

1.本省は水路の側道を嵩上げする予防
保全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを発足。他に道路を補強
するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄも開始。/　2.予防保全ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄは、頭首工ｹﾞｰﾄ～末端ｹﾞｰﾄ～水
管橋を継続して補修し、第2、４、５項に
挙げた問題を特に解決。／　3..本省の
水路清掃は雑草のみ除去とし、ｺﾝｸﾞﾘｰ
ﾄ表面を保持するために掘削は行わな
い。／　4.劣化した部分ではﾋﾟｯﾁﾝｸﾞを
行う。／　5.水草を機械作業か手作業
か生物学的処理（この水草を食べる中
国の草鯉を放流）→No.6の問題は解決
した。　／6.住宅街を通る水路に蓋を
し、ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化、ボックス･ｶﾙﾊﾞｰﾄ化→
容易に末端に送水するため→No.7の問
題は解決。／　7.No.8～12の問題につ
いては、解決策を検討中。

3 土質分析・土壌管理
1.エジプト北部の地中海沿岸の耕作
地では、海水浸入に悩まされ、土壌
劣化→生産性の低下に陥っている。

1.この地域の中で大量に水を使う稲作
を奨励→この人口水域により塩害を抑
止→粘度質で分子比重の重い土壌の
場所で特に有効。／　2.耐塩性の作物
を追加。／　3.海水浸入防止のため沿
岸周辺の井戸・帯水層掘削を禁止。



4 水質分析・水管理

1.工場、企業からの廃液が水路・排
水路に混入→汚染の直接的原因。
／2.公衆が汚物を水路に投入するた
め、水路が汚染。／　3.農薬の混じっ
た排水が、水路からの漏水とともに
周囲を汚染。／　4.上記全ての汚染
が水利構造物を破壊。／　5.上記全
ての汚染が魚、鳥を死滅させ、病気
の原因となっている。／　6.最近本省
は水草防除のため化学薬品を使って
いたが、これが魚の斃死や病気をも
たらし用水の水質を悪化（特に飲料
水源も兼用の水路あり）

1.淡水の環境基準を良好にするため、
本省は法定基準値を設定。1-法律番
号48('82)、2-同918('82)、3-同12（'84)、
4-同213（'94)、5-同4('94)、これらの法
律は全て環境汚染防止を目的とし、汚
水再利用時の特別な規制値を謳ってい
る。　／
2.水質を汚した者には罰金と訴追があ
る。　／3.用水路を清潔に保つ方法を
農家に教えている。　／4.水路清掃は、
大きな水路では機械を小さな水路では
手作業に、ｷｬﾘｱ水路では機械と鯉を使
い、薬品による化学的処理を廃止し
た。

5 緑地保全・植生評価

1.農家の中には用水路を塞ぎ、隣人
へ水が行かないようにしている者あり
→隣人が耕作できない、収量が減
る。／　2.農家の中には耕さずに耕地
を放棄し、家を建てる者あり。または
耕地を高い値段で売る者あり→耕地
面積の減少。

1.本省では用水路の閉塞状況をチェッ
ク→見つけたら即時に開け、塞いだ者
に多額の罰金を課す。　／2.耕作管轄
庁が灌漑農地をフォロー、耕作してい
ない農家に大きな罰金を課す。／　3.耕
地上に家を建ててはならないという法
律に準拠し、本省と警察は合同で耕地
上に建てられた家を壊す。

6
農産物の生産・配給・
保存

1。道路が狭く、ｺﾝﾃﾅｶｰが通れない
→物流が滞る。／　2.輸送車は全て
私有車→政府の規制一切なし／3.私
有の保管場所、サイロが足りない。
／4.国内にマーケテｲングのシステム
→値段設定に限界がない。　／5.国
営の良い保管場所がない→農家は
自分達で農産物を保管し、品質低下
のおそれがある。

1.政府は大きな村と都市を結ぶため、
道路を舗装。／2.政府は製品輸送のた
めの大型車を輸入。　／3.政府は港湾
の近くにサイロを建設。　／4.問題
No.4,5に対して、適切な対策方法を模
索している。

7
営農・森林管理と食
糧政策

1.政府は農家に耕作をまかせ、農家
は自由に栽培作物を選んでいる→種
類によって市場への供給の過不足が
あるが、正確な生産量を把握する政
府機関がない。　／　2.農家は大量に
化学肥料を投与（特に石鹸）→病害
の危険があり、他の国では輸入を拒
否。　／　3.公的な森林管理がなく民
間にまかせている。

1.1952年の革命以来、政府はいくつか
の管理地域を選び、農地について調査
をしている。　／　2.政府は小麦など不
足している作物について栽培を奨励。
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4. 研修員の研修コースに対するリクエスト

 研修コースにおいて自分が学びたい内容を優先順位に従って、記入しなさい。（５点以上
挙げてもよい。）

項目（キーワード） 内           容

1 圃場水管理

順位

私の乾燥地域の水資源の使用法改善のための基礎的な知識-節水
のための水管理、塩分抑制、作物の蒸発散量の測定、圃場における
土壌水分量のﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞと変化、汚水の再利用を含む-を得ること。

2
貯水送水施設・施

設管理

下記分野の技術革新について、最近の新しい情報と知識を得ること：
-開水路と管理構造物の設計、建設、運用と維持
-大規模灌漑システムにおける灌漑スケジューリングのさまざまな技
術の組み合せ、運用、評価

3 地下水/流出解析

全般的に、下記分野の技術革新について、新しい情報と知識を得る
こと：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-地
下水解析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
地下水流の基礎
-地下水と汚水侵入
-地下水と流出のﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

4
乾燥地に適した作

物/植物

-半乾燥地で成育可能な米の品種。
-乾燥地および半乾燥地に適した作物。
-水耕栽培による植物栄養の研究。
-リモートセンシングによる乾燥地域の植生および土地利用のﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞと評価についての基礎知識を習得する。

5 土質・水質評価

-再生目的の排水水質分析。
-乾燥地、半乾燥地における収量改善のための土壌管理。
-水田の土壌管理。
-塩分抑制。




